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開会挨拶 

【司会】 

本日はお忙しい中、シンポジウム『「あなたの働

きたいを応援します！」福祉サービス活用による

就労支援シンポジウム』にお越しいただきありが

とうございます。本日全体の司会進行を務めさ

せていただきます NHK 佐賀放送局の野方美郷

(のがたみさと)です。どうぞよろしくお願いいたし

ます。それでははじめに、主催者を代表しまして

国際医療福祉大学副学長糸山泰人よりあいさ

つを申し上げます。 

国際医療福祉大学  副学長   糸山泰人  

ただいまから『「あなたの働きたいを応援します！」

福祉サービス活用による就労支援シンポジウム』

開催させていただきます。今ご紹介に預かりまし

た国際医療福祉大学副学長の糸山です。どうぞ

よろしくお願いいたします。今日はせっかくのお休

みなのに、大変多くの方々がこのシンポジウムに

お集まりいただきまして本当にありがとうございま

す。ここにおられる方はご存知のように、難病と

いう大変困った病気があります。原因がわからな

くて、治療法がなくて、いろんな生活に影響を及

ぼすような病気―こういう病気に対しましてわが

国では 1972 年、今から 45 年前に難病対策事

業というのを開始しました。この事業ではこういう

難病の原因を解決しよう、そして治療法を開発し

よう、そして困っている方々の医療費を助成しよ

うという形でスタートいたしました。これは世界に

ないような素晴らしい事業であり、もうみなさんご

存知のように、平成 27 年にこれが法制化されて、

より盤石なものとなって、今事業となって具体的

に進んでおります。多くの難病の患者さんは、数

も増えて、こういう恩恵に預かる方も増えており

ます。何よりも素晴らしいことは、医学の発展と

あいまって、治療法とかお薬が色んなところに出

てきている。そうした中で多くの難病の患者さん

方の社会参加が可能になってきております。非

常に素晴らしいことでありますけれど、なお多くの

患者さんが望んでおられる就業―働きたい―こう

いうことがまだまだ十分には行なわれておりませ

ん。患者さん本人、またご家族のみなさん、そし

て医療の分野の方々、多くの方々が努力してや

っとこういう就業というのが結びつくのであります

が、十分ではありません。そうした中、平成 25 年

に障害者総合支援法が施行され障害者の範囲

に難病患者さんが定義として入ることになりまし

た。多くの福祉サービスが利用できることになり

ましたけれども、まだ十分ではないということで、

厚労省の方から、難病のある方が福祉サービス

を利用して就業の支援をしようという研究班が立

ち上がりまして、その代表の研究者が深津先生

です。今日あとで基調講演をしていただきますけ

ど、その深津先生の研究班が、福祉サービスの

利用は多いけれど、難病の患者さんは増えてい

て十分ではない、社会ではいろいろな問題があ

るためシンポジウムをしてより良い活動を、制度

を作りたい、理解を深めたいということでスタート

したのがこのシンポジウムであります。昨年は札

幌で行われて大変好評で、今回は佐賀で行わ

れます。今日は 2時間半という長い時間ではあり

ますけれども、みなさま、今のこういう難病患者さ

んに対する就業支援に関するいろんな問題点が
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出ていること、また佐賀で今後に向けていること

を今日いろいろ話し合っていただければ、大変

我々としてはありがたく感じます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

【司会】 

それでは、これより基調講演に入ります。ご講演

いただくのは、高齢・障害・求職者雇用支援機構

障害者職業総合センター春名由一郎先生より

「障害や疾病のある人の就労支援の基礎知識」

についてお願いいたします。先生のプロフィール

は、プログラムをご覧ください。ではお願いいたし

ます。 
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基調講演１  

「障害や疾病のある人の就労支援の基礎知識」 

高齢・障害・求職者雇用支援機構障害者職業総合センター  春名由一郎 

 

みなさんこんにちは。数年ぶりになりました。数年

前に挨拶させていただいた時には、難病法です

ね、就労支援を入れるとか、監視の厳しいときで

非常にプレッシャーを感じましたけれども、今日

はリラックスした感じです。いつも難病就労支援

でお話するのですが、そもそも障害者の就労支

援についてのお話をする機会もあった方がいい

のではないかと思って、今日障害者就労支援の

基礎知識という中で、難病のある人の支援のお

話をしたいと思います。 

障害者就労支援の基本的な流れがありまして、

普通の人が就職活動をして、採用されて、就職

した後に障がいの管理だとか病気の管理だとか

して、仕事を続けていくということになるのですが、

難病のある方になりますと、福祉施設や医療機

関に行ってなかなか就労情報や、就職活動につ

ながるような支援をちゃんとやっていかなくてはい

けなくて、仕事についた後にいろんな準備や課題

が出てきますので、それに対して、仕事につく前

から並行して準備をして、そして、実際仕事場面

でどんな問題が起こるかとか、仕事場面でどうい

う障がい管理や病気管理をしていかなくてはい

けないのだろうかと考えなくてはいけないし、雇う

企業の方のニーズに答えて、どんなニーズがあ

るのか、企業の方の相談に対応するということを

やらなければいけない。 
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そして、仕事についた後も体調が崩れるかもしれ

ないし、そういうフォローをご本人と企業側と両方

にしていかなければならない。こういう基本的な

流れがあるのですが、実際まだ地域の中だとけ

っこう縦割りが強くて、就職前の支援のところだ

と、なかなか就職に活路がつながるような支援を

受けられてなくて、訓練などをやるのですが、実

際仕事の場面でどんなことに困っているのかとい

った対応した支援が行われていなかったりしま

す。 

 

就職活動のところは「仕事に就ければいいや」と

いう支援になってしまっていて、最近は精神障害

や発達障害に人が多く、仕事に就いた後にいろ

んな問題が起こってしまう。そして続けられなくな

る。といったいろんな問題が起こっているというこ

とが課題になっています。 

 

そもそも、就労支援をする時に、医療、福祉関係

の人や教育関係の人などいろんな方が就労支

援に取り組むようになっているのですが、最初は

「いいことだいいことだ」と取り組むのですが、支

援している最中に「そもそもこんな重い(重症)人

に就労支援が必要なのか」「就労すると体調崩

れるから良くないのではないか」とか、「そもそも」

の問題が起こってしまうことが結構あるので、そ

の基本的な確認というのがすごく大切です。共

生社会の理念というもので、昔は障がい者という

と「一般の生活とは違った別の生活をすればい

い」という流れだったのですが今は、「病気や障

がいがあっても、ふつうの人と同じような職業生

活を送れるように支援していきましょう」という流

れになっていて、ただその時に、先ほど言ったよ

うに就職活動とか仕事に就くかどうかとかいろん

な課題が起こってくるので、そこに必要な支援を

やっていきましょうという声が起こって、特に難病

のある方というのは、障害者手帳の対象になっ

てないとか、健常者と障がい者の中間みたいな

方がけっこうたくさんいらっしゃるのですけれども、
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健常者と障がい者でピシッと分かれるものではな

くて、病気で仕事をする上でいろんな困ったこと

があるので、それをちゃんとできるように支援して

いきましょうと、そういう考え方になってきている

のが今の就労支援の現状です。 

 

共通目標ですけれども、よく障がい者の就労支

援というと、「雇用義務」だとか「助成金」だとかそ

ういうものがないと企業が雇用するメリットがない

のではないかと言われることがあるのですけれど

も、障がい者の就労支援というのはそういうもの

ではなくて、あくまでも障がい者雇用であっても、

企業にちゃんとその人が自分のできることで貢献

して、それに合った報酬をいただく、「企業にとっ

てもご本人にとってもいい関係を作っていく」、こ

れが「就労支援で働きがいのある人間らしい仕

事を作っていく」という考え方です。 

これは福祉的就労でも同じことです。福祉就労

でももちろん障害の程度があるのですけど、決ま

った障がい者向けの仕事というわけではなくて、

その人が仕事で「どう能力を発揮できるか」とか

「やりがいを感じるか」ということがまず大事で

す。 

 

また、職業場面を前提とした障がいとか疾病管

理というもので、今までは精神障がいとか難病の

ある方が仕事に就くと、「体調を崩してしまって仕

事が続かない」とか、「なぜ病気が治ってないの

か」と言われたりすることもあるようです。 
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目的としては、仕事に就けるわけですから医療と

療養の両方から支えていきましょうと言うもので

す。そのためには、難病の方にはすごく大切で、

多くの方はデスクワークなどを通院しながらでき

ているのですけど、治療と就労の両立ができるよ

うにするということが就労支援の重要なポイント

になっています。 

 

個別的なキャリア支援、自己実現の支援という

ことで、よく障がい者に「職業選択の自由なんか

ないんだ」など福祉の関係者の方など言われが

ちなんですが、ある方で障害者手帳のない方な

どはすごく顕著で、お医者さんからは「軽作業な

ら働けますよ」言われているのですが、「相談機

関の方でそんな仕事ないですか？」と聞かれても、

なかなかそういう求人の紹介がないのです。で、

その方が写植 (印刷 )の経験がおありでしたので、

「写植(印刷)の仕事はどうですか？在宅でもでき

ますから在宅でお願いします。」という風に紹介

できた方もいらっしゃいます。こういった部分が大

切なことです。 

 

そして最近、難病のある方の社会参加の支援と

いう風に言われますけど、発症するまでバリバリ

のビジネスマンとして活躍してこられた方からす

ると、病気のある方に伝えたいとか、周囲の人々

に伝えていきたいとか、「ご本人が役に立つ」「社

会とのつながり」をつけていく、というのが大切で

す。 
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就労支援の具体的な内容ですけれども、ただ

「就職させる」というだけではないです。最初は職

場での配慮と調整という話ですけども、「障がい

者の就労問題」というとありがちですが、「ご本人

が訓練すればいいだろう」という風に思われがち

ですが、環境の相互作用なのです。

難病の方はわりと崩れやすいということで、なか

なか職場に言いにくいというようなこともあるかも

しれません。 

そのような時にジョブコーチ支援などを行なって

いくのですが、クローン病という腸の病気の方の

場合は、特にトイレの問題やセルフケアの問題

が出てきます。そこに効果的な配慮がないという

ことがよくあります。他の精神障害や知的障害の

方々などに比べてもいろんな問題が起こってしま

います。実は、職場でちゃんと「病気だからといっ

て差別しない」倫理的な整備だとか、「同僚や上

司が病気のことを理解してくれない」といった、そ

れぐらいのことかもしれませんが、そういった職場

で働いていると、見た目には健常者と何ら変わら

ないので誤解を受けてしまい配慮がなくなる、実

際全体の企業の 30％しかない状況で、いろんな

問題が起こってしまっているという状態です。で

すから、障がい者の方や難病のある方に仕事の

問題があって当たり前と考えるのではなくて、彼

らは働けるわけですので、支援していきましょうと

いうことが大切です。 
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頭では分かっているのですが、企業への面接の

際に「論理はこういうふうで…配慮が必要です」

と言うと、「うちは難病の人なんか雇えないよ」と

言われることが多くて、(難病のあることを)隠して

いる人が多かったですけれども、去年、法制化

(障害者差別解消法)されましたので、難病という

ことを聞いて「うちは雇えません」ということではな

くて、「どういう配慮が必要か」ということを聞いて、

コミュニケーションを取らなければならないという

のが大事です。今まで、その部分はなかなかや

ってこなかったので、きちんとやっていく必要があ

ります。 

 

そして、仕事における「強み・興味の重視」という

のがあります。先ほどにも話がありましたけど、

医療関係でも誤解があるとか、「どういう就労支

援したらいいかわかりません」ということを言われ

たりしますが、それは元々の問題点しか見ていな

いからです。子どもの時から病気のある人は、医

療系の資格を考えて仕事についている方もいら

っしゃいます。 

 

そして次のポイントは、職業生活でどんな問題が

起こるのかということをよく見極めて、なるべくそ

の問題が起こる前に予防できる、その問題が起

こった時になるべく早く対応できるような支援が

必要です。 
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難病の方の経験する問題には、典型的な問題

がたくさんあります。診断告知をされた時に「病

気と言われた」ということで仕事をやめてしまって、

実際にはやめることもなかったとか、職場の同僚

から「なぜあの人ばかり優遇されているの？」と

陰口が多くなって居づらくなってやめてしまったな

どです。 

 

本当に典型的で、そこに対してちゃんと企業側は

準備をするとか、そのためには「自分がどんな時

に配慮が必要か」ということを伝えることも必要で

しょうし、職場の人と相談することも大事です。 

 

続いては、医療と生活と就労の複合な課題への

多職種連携ということで、企業などと支援をして

やっと仕事に就けたと思ったら、体調不良でやめ

てしまった。すると支援も最初からやり直すという

ことになってしまうので、そうなってくると「やっぱり

仕事に就かない方が良かったのではないか」と

か「生活保護がいいのではないか」みたいな話に

なってしまうことがあるので、よく相談して病気と

仕事の管理を両立して、経済的な問題も解決で

きるように、そういう支援をやっていきましょう。 

 

昔は難病就労支援というと、難病相談支援セン

ターとハローワークと企業との連携でしたけれど

も、最近は医療機関の方でもサポートできるよう
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になっています。職場の情報をお医者さんに伝

える良さがあります。 

病気の情報を企業に伝えるというと心配されま

す。病気のことを企業・職場に伝えてしまうと、

「それが原因で誤解されて辞めさせられるのでは

ないか」ということで病院側もなかなかやってこな

かったのです。 

職場のマッチングという意味で、今までの障がい

者就労支援というと、障害者手帳を持っていな

かったりすると、支援する方法もなかったりしまし

た。一般の企業に応募して、企業側がどう判断

するかとか、デスクワークのような無理のない仕

事は必ずあるのです。 

 

就職のフォローアップや復職の支援など様々な

支援もあります。

 

いろんな関係機関や職種で連携できるようなネッ

トワークを構築していきましょうとなってきておりま

す。 
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【司会】 

春名先生ありがとうございました。続きまして、国

立障害者リハビリテーションセンター病院臨床研

究開発部長深津玲子先生より「難病のある人の

就労系福祉サービス利用の現状」について講演

いただきます。深津先生のプロフィールは、プロ

グラムをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 


